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　　　　　　　　　7月19日橘小学校

　　ミニバイクによる交通事故が多発しています。

　安全走行のルールとマナー、心にゆとりをもった

　運転の実技指導を白バイ隊員から受けました。
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　　　圃休日救急医

8月16日池田医院（本町西）852－2581

　23日中条病院（中条）奮57－3018

　30日大坪医院（四日町）857－6100

9月6日山口医院（袋町中）852－2174

　13日庭野医院（寿町）852－27”
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会義昌雷
回

告報

　
第
國
團
瞳
議
会
箆
例
套
鑓
、
老
穏
蕊
紹
か
鑛
牽
翌
麟
諜
諮
辮
園
翻
閥
の

会
期
驚
開
懸
擬
謙
馨
蓬
嬢

　
圏
議
貴
の
｝
般
質
聞
の
講
蓬
．
条
倒
酸
正
や
補
正
景
算
嶽
謹
輝
審
議
毒

藏
、
嚇
繊
羅
懸
療
案
酸
灘
拶
可
決
誉
癒
蒙
難
蓬
。

　
き
場
鶴
、
固
鑓
資
産
評
価
審
謹
会
婁
員
ぽ
懸
各
種
委
員
の
選
穫
な
謹
蓬

嗣
意
、
建
設
薫
事
講
負
契
約
四
締
辮
承
認
き
紅
蒙
態
羅
。

　
以
叢
懸
の
概
要
饗
報
告
騨
灘
難
讃
甕
。

道
路
改
良
と
町
道
認
定

村
山
勇
太
郎
議
員

0
川
西
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
西
側
道
路

の
改
良
舗
装
計
画

②
高
坪
格
納
庫
前
（
高
原
田
地
内
）

を
通
過
す
る
道
路
の
町
道
認
定
と
舗

装
工
事
の
目
途

南
　
雲
　
町
長

①
道
路
整
備
は
、
地
域
住
民
の
生
活

に
は
必
要
要
件
で
あ
り
、
毎
年
度
重

点
施
策
と
考
え
実
施
し
て
い
る
。

　
町
の
総
合
開
発
計
画
に
示
さ
れ
た

改
良
整
備
を
計
画
的
に
遂
行
中
で
あ

る
。
全
町
的
視
野
で
過
去
の
推
移
を

念
頭
に
、
均
衡
あ
る
整
備
を
図
ら
な

け
れ
ば
と
思
う
。

関
　
ロ
　
建
設
課
長

①
こ
の
町
道
は
、
県
道
や
バ
イ
。
バ
ス

の
代
替
的
、
ま
た
通
学
道
路
と
し
て

重
要
な
道
で
す
。
本
年
度
、
国
道
か

ら
新
町
新
田
に
向
か
っ
て
舗
装
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
は
、
緊
急
な
箇

所
か
ら
舗
装
を
し
た
い
。

②
町
道
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
見
直

し
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
町

内
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
細

部
検
討
し
、
認
定
を
し
た
い
。
こ
の

道
路
に
つ
い
て
も
、
そ
の
計
画
の
中

で
検
討
し
た
い
。

年
末
業
務
を
30
日
ま
で

上
　
村
　
広
　
治
議
員

①
町
の
新
し
い
産
業
お
こ
し
、
む
ら

お
こ
し
に
町
民
の
ア
イ
デ
ア
を
求
め

た
ら
ど
う
か
。

②
民
間
資
本
を
入
れ
た
観
光
町
づ
く

り
、
滞
在
型
観
光
へ
の
取
り
組
み
。

③
役
場
業
務
を
年
末
の
三
十
日
ま
で

延
長
で
き
な
い
か
。

南
　
雲
　
町
長

①
公
共
的
な
事
業
分
野
に
も
、
民
間

の
自
由
な
発
想
や
、
資
金
を
認
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
折
、
町
民

に
ア
イ
デ
ア
を
求
め
る
こ
と
に
は
異

川中西側の町道
存
は
な
い
。
本
年
、
商
工
会
を
主
体

に
、
む
ら
お
こ
し
事
業
が
実
施
さ
れ

る
。
既
に
体
制
づ
く
り
も
で
き
、
取

り
組
ん
で
い
る
。
農
協
サ
イ
ド
で
も

グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
特
産
品
の

開
発
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
。
行
政

も
こ
れ
ら
と
一
体
と
な
っ
て
、
活
動

の
推
進
に
当
り
、
成
果
を
出
し
て
ま

い
り
た
い
。

②
観
光
資
源
に
乏
し
い
こ
と
は
、
否

定
し
が
た
い
が
、
現
在
、
い
く
つ
か

の
動
き
が
あ
る
。
q
D
商
工
会
の
事
業

で
、
白
倉
地
区
を
「
モ
デ
ル
の
里
」

に
指
定
す
る
計
画
。
ω
各
種
ま
つ
り

の
集
大
成
的
な
「
川
西
ま
つ
り
」
の

創
設
プ
ラ
ン
。
⑥
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
構
想
。
㈲
特
色
あ
る
料
理

や
土
産
物
品
の
開
発
。
⑥
観
光
コ
ー

ス
の
設
定
と
整
備
。

③
役
場
業
務
は
一
種
の
サ
ー
ビ
ス
業

で
あ
り
、
対
象
者
は
町
民
で
あ
る
。

年
末
の
行
政
需
要
に
つ
い
て
は
、
印

鑑
証
明
、
死
亡
届
な
ど
は
要
望
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、

一
～
二
件
し
か
な
い
。
会
計
面
に
つ

い
て
は
、
金
融
機
関
が
三
十
一
日
ま

で
対
応
し
て
い
る
。
二
十
八
日
の
御

用
納
め
は
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
思

う
時
、
当
面
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
と

し
て
、
要
望
の
あ
る
も
の
は
、
対
応

し
た
い
。

名
湯
の
調
査
と
新
規
開
削

登
　
坂

茂
議
員

　
町
の
活
性
化
、
若
者
の
住
み
つ
く

町
づ
く
り
の
た
め
に
、
昔
か
ら
伝
え

ら
れ
る
町
内
の
名
湯
な
ど
の
調
査
を

含
む
、
新
規
開
削
の
た
め
の
予
算
措

置
を
。南

　
雲
　
町
長

　
温
泉
か
鉱
泉
で
も
よ
い

が
、
そ
の
掘
削
、
開
発
に

ょ
り
新
た
な
町
づ
く
り
を

し
た
い
と
い
う
こ
と
に
は
、

異
存
は
な
い
。
三
十
年
代

に
源
泉
調
査
な
ど
の
経
過

雛
雛
豫

が
あ
り
、
あ
の
取
り
組
み
を
考
え
る

と
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
の
た
め
極
力
経
費
の
節
約
と
い
う

観
点
か
ら
、
既
存
の
資
料
を
専
門
家

か
ら
検
討
い
た
だ
き
、
対
応
し
た
い
。

ガ
ス
試
掘
井
戸
（
S
36
若
の
窪
）

，
翻
，
鎌
懸

、
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人
ロ
の
将
来
予
想
と
対
策

根
津
健
治
郎
議
員

0
人
口
減
少
の
状
況
と
、
将
来
の
予

想
と
減
少
防
止
、
さ
ら
に
増
加
を
図

る
た
め
の
対
策
。

②
リ
ゾ
ー
ト
問
題
に
対
し
て
、
特
別

委
員
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
な

ど
を
設
置
し
、
対
策
を
研
究
し
て
は

ど
う
か
。

南
　
雲
　
町
長

①
人
口
は
住
民
基
本
台
帳
で
み
る
と

過
去
十
二
年
間
で
九
五
四
人
九
．
二
％

減
少
し
た
。
一
年
問
で
三
月
か
ら
四

月
が
一
番
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
原

因
は
、
高
卒
者
が
ほ
と
ん
ど
地
元
に

定
着
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。

本
年
は
高
卒
者
の
約
九
六
％
が
家
を

離
れ
た
状
況
だ
。
人
口
減
少
の
最
大

の
原
因
、
そ
れ
は
若
者
、
特
に
高
卒

が
地
元
に
い
つ
く
機
会
が
乏
し
い
こ

と
が
い
え
る
。
減
少
防
止
措
置
と
し

て
、
q
D
内
発
型
と
も
い
え
る
地
域
お

こ
し
、
む
ら
お
こ
し
に
新
た
な
視
点

を
む
け
る
。
㈱
即
効
性
の
高
い
企
業

誘
致
の
推
進
。
㈹
い
い
伴
侶
を
さ
が

す
と
い
う
こ
と
の
積
極
策
。
㈲
一
・

五
次
産
業
の
育
成
や
、
第
三
次
産
業

と
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
、
高
付
加
価

値
化
の
推
進
。

②
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
中
魚
沼
郡
市
と
頸
城
、
上
越
地

域
が
一
緒
に
推
進
中
で
あ
る
。
レ
イ

ン
ボ
ー
・
リ
ゾ
ー
ト
越
後
整
備
計
画

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
計
画
は

圏
域
の
約
一
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対

象
と
し
、
こ
の
中
に
川
西
町
は
四
九

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
と
な
っ
て
い

る
。
な
ん
と
か
こ
の
リ
ゾ
ー
ト
構
想

指
定
の
仲
間
に
な
り
な
が
ら
、
西
の

山
一
帯
の
観
光
整
備
、
高
速
交
通
体

系
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。
本
年
四

月
一
日
庁
内
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
た
。
ま
た
、
議
会
の
特
別

委
員
会
は
、
現
況
で
は
設
置
の
意
義

を
見
い
だ
し
え
な
い
と
思
う
。

条
例
の
一
部
改
正

○
水
道
事
業
設
置
条
例

○
上
水
道
条
例

○
簡
易
水
道
条
例

　
今
年
か
ら
橘
簡
水
を
、
上
水
道
に
接

続
す
る
第
三
期
拡
張
工
事
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
う
給
水
区
域
な
ど
の
改

正
で
す
。

条
例
の
廃
止

○
町
史
編
さ
ん
委
員
会
条
例

　
「
町
史
」
の
発
行
が
完
了
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
委
員
会
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

各
種
委
員
の
選
任
な
ど

農
業
共
済
損
害
評
価
会
委
員

温倉庫前）

意
見
書
の
提
出

　
　
米
穀
政
策
、
政
策
価
格
及
び
米
の

雛
市
場
開
放
阻
止
に
関
す
る
意
見
書

上
を
、
内
閣
総
理
大
臣
、
大
蔵
・
農
林

米価大会（7・1

登
坂
茂
（
岩
瀬
）
柄
沢
悌
二
（
沖
立
）

根
津
健
治
郎
（
原
田
）
水
品
正
一
郎

（
三
領
）
南
雲
幸
二
（
寺
尾
）
丸
山
久
一

郎
（
根
深
）
羽
鳥
力
夫
（
伊
友
）
村
越
家

和
（
野
口
）
保
坂
精
文
沖
立
）
南
雲
瑞

男
（
中
仙
田
）

水
産
各
大
臣
に
議
長
名
で
提
出
す
る

こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

建
設
工
事
請
負
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
の
承
認

水正文さん撮影）

補
正
予
算

じ
さ
じ
ロ
じ
ロ
じ
し
ロ
ロ
ロ
じ
ロ
ロ
　
じ
ロ
ロ
ロ
じ
じ
ロ
し
コ
ロ
ロ
　
ロ
　
　
じ
　
　
　
し
　
じ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
コ
ロ
じ
ほ
じ
ロ
ロ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
　
　
以
上
質
問
順
に
掲
載
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ひ

　
　
　
一
般
会
計
と
三
つ
の
特
別
会
計
、
そ

清
れ
に
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
が
原

町
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

仕
　
一
般
会
計
で
は
、
一
億
一
千
二
百
八

し
十
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
三
十

がな
一
億
二
千
七
百
八
十
万
円
と
し
ま
し
た
。

謡
　
増
額
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
高
齢
者

民の
コ
、
、
、
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
費
、

て
松
葉
沢
公
園
整
備
費
、
災
害
復
旧
費
な

つか
ど
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

滋
野
定
良
（
野
口
）

農
業
委
員
会
委
員

沢
口
富
士
雄
（
下
平
新
田
）

滋
野
一
郎
（
野
口
）

○
高
齢
者
コ
、
、
・
．
セ
ン
タ
ー
（
本
体
）

　
五
千
八
十
万
円
（
株
）
高
橋
工
務
店

○
川
西
中
南
校
舎
大
規
模
改
修
（
本

体
）
六
千
二
百
九
十
万
円

（
株
）
丸
山
工
務
所

○
保
健
セ
ン
タ
ー
・
活
性
化
セ
ン
タ

ー
（
本
体
）

　
一
億
四
干
万
円

　
（
株
）
丸
山
工
務
所

○
同
（
給
排
水
・
冷
暖
房
）

　
三
千
八
百
八
十
万
円

　
羽
生
田
・
孫
六
設
備
共
同
企
業
体

聴議糞懸ぽ．晦驚韓議套翻

度雛購灘擁麟講擁麟難
漆覆霧議嚢お隷馨鋼嚢発癒

態叢磁鶴
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任
期
満
了
に
伴
う
町
農
業
委
員
会

委
員
の
一
般
選
挙
は
、
無
投
票
と
な

り
、
七
月
十
二
日
の
選
田
須
ム
で
、
別

表
の
方
が
た
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し

た
。
　
選
挙
に
よ
る
委
員
が
十
七
人
、
町

長
選
任
に
よ
る
委
員
が
三
人
の
計
二

十
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
任
期

は
、
七
月
二
十
日
か
ら
昭
和
六
十
五

年
七
月
十
九
日
ま
で
三
ヵ
年
で
す
。

会
長
滋
野
一
郎
氏

叢
高
橋
信
雄
氏
差
選

　
七
月
三
十
一
日
第
一
回
委
員
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
あ
い
さ
つ
、
各
委
員
自
己
紹

介
の
あ
と
、
会
長
に
滋
野
一
郎
氏
、

会
長
代
理
に
高
橋
信
雄
氏
を
選
び
ま

し
た
。

員委業農いし　　　　　　新

選挙による委員

氏　　名 新・再別 年齢 町内名 担当地区

片桐昌好 新 62 大白倉 大白倉　小白倉

村山貞治 〃 59 元　　町 元町

内山弥太郎 再 61 新町新田 新町新田

斎木幸威 新 54 小　　脇 小脇　高倉

渡辺　　強 再 49 鶴　　吉 坪山　霜条鶴吉

渡辺一二 新 54 東善寺 東善寺　山野田　四郎兼

茂野武治 再 65 室　　島 室島　藤沢

丸山　　清 〃 48 高原田 高原田　伊友

小林寅雄 新 63 中屋敷 中屋敷

高橋信雄 再 56 赤　　谷 赤谷岩瀬大倉

数藤徳義 新 49 沖　　立 沖立上新井

星名　隆一 再 65 野　　口 野口

小林忠臣 〃 57 中仙田 中仙田　田戸　越ケ沢

田口直人 〃 41 木　　落 木落寺ケ崎

丸山　康一 〃 58 原　　田 原田　根深下原

富井宏行 新 57 上　　野 上野

山田五作 〃 59 仁　　田 仁田　塩辛

町長選任による委員

滋野一郎
沢口富士雄

高橋洋一

再
〃
新

60

73

51

野　　口

下平新田

上　　町

野口　　（議会推薦）

下平新田三領小根岸（〃）

水口沢　　（農協推薦）

蟹
当
巴
認
歪
書
コ
蚤
当
当
曜
罷
コ
5
5
5
懸
5
5
5
蚤
5
蚤
曜
謬
一

ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

㎜
県
消
防
大
会
に
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

響
雪
5
5
塁
猛
藍
醒
設
溜
霊
霊
霊
霊
漣
護
凄
釜
9
肇
蛋
奮
乱

　
　
　
業
落
チ
i
蝶

小型ポンプ操法の木落チーム

ロ
ヨ
ロ
ヨ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
ヨ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
コ
こ
ヨ

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

㎜
第
四
位
蛆

畿
泊
鑑
灘
駕
コ
駕
溜
竃
溜
鷹
，
寵
ヨ
竃
コ
翼
潟
翼
潟

が
出
場

　
八
月
二
日
、
東
蒲
原
郡
津
川
町
で

県
消
防
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
操
法
競
技
の
う
ち
小
型
ポ
ン
プ
操

法
に
、
木
落
チ
ー
ム
が
郡
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。
連
夜
猛
練
習
の

か
い
あ
っ
て
立
派
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　
出
場
し
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お

り
蔽
称
略
）
。

羽
鳥
光
男
　
星
名
武
夫
　
羽
鳥
信
一

田
口
信
雄
　
田
口
光
義

回
凹
回
凹
回
凹
回
凹
回
凹
回
凹
旧

　
農
業
リ
ー
ダ
i

　
　
　
　
　
田
畑
さ
ん
中
国
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

　
元
町
の
田
畑
弘
さ
ん
（
3
5
）
が
、
農
　
　
進
者
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的

業
者
友
好
訪
中
団
三
十
人
中
の
一
人
　
　
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
行
は
、
七
月
二
十
三
日
か
ら
八

　
こ
れ
は
、
県
が
、
地
域
農
業
の
推
　
　
月
一
日
ま
で
、
九
泊
十
日
の
日
程
で

中
国
各
地
を
回
っ
て
来
ま
し
た
。
上

海
、
ハ
ル
ピ
ン
、
北
京
な
ど
主
要
都

市
を
歴
訪
、
現
地
交
流
を
通
じ
て
中

国
農
民
の
不
屈
な
気
概
を
学
ん
で
来

た
そ
う
で
す
。

　
参
加
経
費
は
、
お
お
よ
そ
三
十
六

万
円
で
し
た
。
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特色ある地域を

保健・活性化センター着工
建設予定地（役場裏）

　
七
月
十
五
日
の
議
会
定
例
会
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
建
設
講
負
契
約
が
議
決
さ
れ
、
着
工
の
は
こ
び
と
な
り
ま
膨
だ
。

　
こ
の
施
設
は
、
役
場
庁
舎
東
側
に
建
設
さ
れ
、
一
階
、
四
階
を
活
性
化

セ
ン
タ
ー
に
、
叢
階
、
三
階
を
保
健
セ
ン
タ
ー
と
し
で
利
綱
し
ま
す
。

来
年
七
月
に
完
成
の
予
定
で
す
。
い
ま
ま
で
、
公
民
館
な
ど
で
開
か
海

で
験
た
各
種
検
診
業
務
を
総
合
的
に
実
施
す
る
セ
ン
タ
ー
謹
し
で
利
嗣
慧

擬
ま
す
。
合
わ
せ
で
、
地
域
産
業
活
性
化
の
た
め
の
、
企
飼
や
硫
究
開
発

繋
震
の
挺
点
施
設
老
な
り
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
者
に
愛
の
手
を

　
　
　
　
　
　
県
下
で
た
だ
一
校

千
手
小
に
感
謝
状

　　　　麺　　霧

饒

南側立面図

　　　　　　　おもな室名

4階　研修室（大・小）　資料室
3階　集団検診室　栄養相談実習室　教材室

2階　内科・歯科・乳幼児検診室　妊産婦相談室

1階　物産開発室　展示室　多目的ホール

灘
蘂
嚢

蝶
．
圏

感
謝
状
を
受
け
る
児
童
会
代
表

　
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
と
、
療
養
生
活
を
送
っ
て

　
い
る
県
出
身
者
を
励
ま
そ
う
と
、
昭

和
四
士
二
年
に
「
新
潟
県
藤
楓
協
会

　
（
君
芳
子
会
長
、
事
務
所
ー
県
庁
公

衆
衛
生
課
内
）
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　
干
手
小
学
校
（
渡
辺
一
作
会
長
）

で
は
、
児
童
の
助
け
合
い
精
神
を
養

お
う
と
、
五
十
二
年
か
ら
毎
年
「
善

意
の
硬
貨
募
金
」
を
、
同
会
に
送
り

続
け
て
い
ま
す
。

　
七
月
二
十
一
日
県
庁
職
員
が
、
同

校
を
訪
れ
、
連
続
十
年
間
の
善
意
に

臼
対
し
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

がん

　全国中学校陸上競技大会（8．21～22三重

県伊勢市）に、川西中学校2年小林盛彦君
（元町、清さん次男）が出場します。

　小林君は、7月の県通信陸上大会100メー
トルで、11秒6の好タイムを記録、全国大会

の出場権を獲得しました。全国大会の目標は

rベストをつくして、ぜひ11秒5をマークし

たい。」と語っていました。
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七
年
の
歳
月
か
け
て
全
四
巻

　
『
川
西
町
史
』
の
「
通
史
編
上
・

下
巻
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
注
文
さ

れ
た
方
が
た
に
は
、
七
月
末
ま
で
に

配
本
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
、
去
年
十
月
に
発
行
し
た

「
資
料
編
上
・
下
巻
」
と
合
わ
せ
、

全
四
巻
が
そ
ろ
い
、
町
史
編
さ
ん
の

所
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
町
史
編
さ
ん
事
業
は
、
昭
和
五
十

』

五
年
四
月
開
始
以
来
、
八
ノ
日
ま
で
七

力
年
余
の
歳
月
を
費
や
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
問
、
編
さ
ん
委
員

会
（
南
雲
町
長
以
下
十
四
人
）
、
調

査
専
門
委
員
会
（
竹
内
道
雄
会
長
以

下
十
六
人
）
、
特
別
執
筆
委
員
六
人

の
方
が
た
が
、
文
字
ど
お
り
粉
骨
砕

身
、
調
査
、
執
筆
な
ど
の
諸
活
動
を

展
開
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
編
さ
ん
関
係
者
は
、
い

ず
れ
も
近
郷
の
郷
土
史
研
究
家
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
町
の
特
徴

が
よ
く
表
わ
さ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
町

史
に
仕
上
が
っ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
町
史
編
さ
ん
事
業
の
目
的
は
『
川

西
町
史
』
の
発
行
と
と
も
に
、
貴
重

な
史
料
を
後
世
に
伝
え
る
と
い
う
面

も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
拝
見
し
た
古
文
書
類
は

二
万
五
千
点
を
ゆ
う
に
超
す
も
の
と

町
史
編
さ
ん
業
務
に
従
事
し
た
お
も
な
皆
さ
ん
　
（
敬
称
略
）

な
り
ま
し
た
。
　
「
資
料
編
」
に
収
録

し
た
も
の
も
含
め
、
所
蔵
者
名
や
史

料
名
な
ど
も
整
え
、
今
後
に
役
立
て

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
あ
り
ま
す
。

　
終
局
を
迎
え
た
事
務
局
で
は
、
残

務
整
理
の
か
た
わ
ら
、
あ
と
『
町
史

こ
ぼ
れ
話
』
を
二
巻
ほ
ど
発
行
し
、

編
さ
ん
事
業
に
区
切
り
を
つ
け
た
い

考
え
で
す
。
こ
の
発
行
は
、
九
月
ご

ろ
の
予
定
で
す
。
あ
わ
せ
て
ご
購
読

く
だ
さ
い
。

　
町
史
編
さ
ん
事
業
は
、
長
い
年
月

大
勢
の
方
が
た
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の

過
程
で
、
多
く
の
方
が
た
が
町
の
歴

史
に
関
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
も
、
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　
『
川
西
町
史
』
そ
し
て
『
町
史
こ

ぼ
れ
話
』
を
、
折
お
り
ひ
も
と
い
て

い
た
だ
き
、
正
し
い
歴
史
を
語
り
継

ぐ
資
料
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

総
括
監
修
と
中
世
部
会

竹
　
内
　
道
　
雄

　
　
へ
十
日
町
市
、
文
学
博
士
・

　
　
愛
知
学
院
大
学
教
授
）

　　欝離

自
妖
川
部
会

佐
　
藤
　
文
　
男

　
　
（
新
潟
市
、
明
鏡
高
校
教
諭
）

原
始
・
古
代
部
会

佐
　
野
　
良
　
士
・

　
　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
市
文

　
　
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

近
世
部
会
須
　
藤
　
重
　
夫

　
　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
市
史

　
　
編
さ
ん
委
員
）

盗
　
　
　
垂

羅

民
俗
部
会

金
　
子
　
幸
　
作

　
　
（
岩
瀬
、
町
教
育
委
員
長
）

民
俗
部
会
駒
　
形
　
　
　
越

　
　
（
村
松
町
、
県
民
俗
堂
ム
本
員
）▽

近
・
現
代
部
会

上
　
村
　
政
　
基

　
　
（
上
野
、
十
日
町
市
文
化
財

　
　
保
護
審
議
会
委
員
）
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◎
受
験
資
格

　
3
7
年
4
月
2
日
～
4
5
年
4
月
1
日

生
ま
れ
で
、
高
卒
以
上
の
者
莱
春

卒
業
見
込
み
を
含
む
）
。

◎
試
験
の
日
時
と
場
所

－
，
『
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合
が

　
す
る
試
験
）

○
試
験
日

○
受
付
時
間

○
試
験
場

○
方
　
　
法

10

月
4
日
百
）

醐
9
時
～
9
時
4
0
分

長
岡
市
四
郎
丸
町

長
岡
大
手
高
校

教
養
試
験
と
し
て
高

卒
程
度
の
内
容
で
、

施要綱）

員
嫉

　
　
　
試

町職
　　（採用

一般事務1人採用の予定

8月10日～31日申込受付

○
合
格
発
表

公
務
員
と
し
て
必
要

な
一
般
的
知
識
と
知

能
を
択
一
式
で
筆
記

試
験
と
作
文
試
験
を

し
ま
す
。

n
月
上
旬
ヂ
」
ろ

2
二
次
試
験

○
試
験
日
　
n
月
下
旬
ご
ろ
（
一
次

　
　
　
　
試
験
合
格
者
に
別
途
通

　
　
　
　
知
）

○
試
験
場
　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

○
方
法
面
接
試
験

3
採
用
日

63
年
4
月
1
日

4
受
験
手
続
き

●
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
庶
務
係

●
申
込
書
の
提
出
　
受
験
申
込
書
に

　
所
要
事
項
を
記
入
、
押
印
し
、
写

　
真
へ
縦
4
理
、
×
横
3
縛
、
）
三
枚
を

　
添
え
て
、
役
場
庶
務
係
へ
提
出
。

●
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

○
履
歴
書
　
一
通

9
字
校
の
成
績
証
明
書
　
一
通

●
申
込
書
の
受
付
期
間

　
8
月
1
0
日
～
8
月
31
日

※
詳
細
は
、
総
務
課
庶
務
係
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
雪
六
八
⊥
三
二

　
　
　
有
線
二
二
壬
二

員課通團交
金
9
茎
き

小学生8人

藩

羅
』
懸

千
手
4

上
野
小
橘
小

仙
田
小

　
七
月
二
十
七
日
郡
市
内
の
小
学
生

が
、
十
日
町
警
察
署
の
一
日
交
通
課

員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
交
通
状
況
や
交
通
安
全
施
設

を
視
察
し
、
児
童
自
身
が
交
通
安
全

を
身
近
な
問
題
と
し
て
認
識
す
る
よ

う
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
町
内
各
小
学
校
の
代
表
は
、
次
の

と
お
り
。

　
　
、

茂丸丸星
野山山名
淳英　弘
一紀健文

高
橋
ゆ
か
り

小
海
春
美

丸
山
安
紀
子

南
雲
真
紀

や
ん
や
老

人2
　月パ援

ワ

　
　
七
月
二
十
七
日
総
合
体
育
館
で
、

　
老
人
ス
ポ
ー
ッ
大
会
が
開
か
れ
ま
し

　
た
。
各
地
区
対
抗
戦
で
、
玉
入
れ
や

れ
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
、
七
種
目
の
競

入
技
が
あ
り
ま
し
た
。

玉の
　
出
場
し
た
選
手
は
、
日
頃
か
ら
ゲ

で
ー
ト
ボ
ー
ル
に
親
し
ん
で
い
る
方
が

人
た
が
多
く
、
応
援
の
拍
手
に
こ
た
え

の4
て
、
“
が
ん
ば
り
”
ま
し
た
。

1チーム

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

四三二優

位位位勝

千
手
チ
ー
ム

仙
田
チ
ー
ム

上
野
チ
ー
ム

橘
　
チ
ー
ム

●咽■陶一●咽6レ◎●司9騨●●φ

魚のつかみどり　（木落の河原）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
ふ
れ
愛
パ
ッ
ク
の
会
員
と
、
木
落

の
子
供
た
ち
が
い
っ
し
ょ
に
、
じ
ゃ

が
い
も
掘
り
な
ど
を
や
り
ま
し
た
。
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終
戦
の
混
乱
と
川
西
町

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

日
本
は
負
け
た

　
た
だ
勝
利
だ
け
を
信
じ
て
、
あ
ら

ゆ
る
困
苦
に
耐
え
て
き
た
人
び
と
に

と
っ
て
、
　
「
忍
び
難
き
を
忍
び
」
と

説
く
天
皇
陛
下
の
御
声
は
、
ま
さ
に

青
天
の
へ
き
れ
き
で
あ
っ
た
。
か
た

ず
を
の
ん
で
耳
を
す
ま
す
町
村
民
に

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
玉
音
放

送
は
、
ま
わ
り
く
ど
く
日
本
の
敗
戦

を
伝
え
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
、
川
西
の
村
む
ら
に
は
ラ
ジ

オ
が
ま
だ
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ

た
。
こ
の
日
は
指
揮
系
統
が
混
乱
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
正
午
の
重
大
放

送
を
耳
に
し
た
町
村
民
は
、
思
い
の

ほ
か
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ラ
ジ
オ
を
き
か
な
い
人
た
ち
が
、

郷
土
防
衛
隊
員
か
ら
敗
戦
の
報
を
耳

に
し
た
の
は
、
午
後
も
二
時
を
過
ぎ

た
こ
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
。
　
「
日
本
は

負
け
た
テ
ヤ
」
、
　
「
ナ
シ
タ
ト
」
、

　
「
本
当
か
」
と
話
が
伝
わ
っ
て
町
や

村
は
騒
然
と
な
っ
た
。

　
負
け
た
と
な
れ
ば
、
男
子
は
全
員

が
去
勢
さ
れ
る
、
婦
女
子
は
連
合
軍

の
め
か
け
に
さ
れ
る
、
と
い
う
屈
辱

や
恐
怖
感
が
、
何
よ
り
も
先
に
頭
の

中
を
か
け
め
ぐ
っ
た
。
戦
地
に
い
る

夫
や
息
子
た
ち
の
身
の
上
は
ど
う
な

る
の
か
、
日
本
は
こ
れ
か
ら
ど
う
変

わ
っ
て
い
く
の
か
、
だ
れ
に
も
わ
か

ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

至
尊
の
玉
音
に
泣
く

　
玉
音
放
送
の
瞬
問
を
、
新
潟
日
報

紙
（
八
月
十
六
日
号
）
は
、
次
の
よ

う
に
報
じ
て
い
る
。

　
繋
灘
タ
蓬
通
態
で
玉
音
離
流
舞

で
き
総
。
つ
騨
に
休
戦
の
表
詔
降

る
。
一
億
国
民
か
っ
で
誰
露
難

が
至
尊
の
玉
音
崔
マ
癒
ク
か
ら
揮

聴
叢
奉
る
と
考
え
た
か
。
し
か
慰

騨
ま
、
わ
れ
わ
れ
の
耳
朶
（
移
だ
）

を
う
つ
も
の
調
堪
へ
難
聾
ヲ
堪
へ

忍
建
難
キ
ヲ
忍
と
以
テ
万
鍵
ノ
為

二
太
藥
ヲ
開
カ
ム
ト
欲
議
と
、

国
体
護
持
の
だ
め
韓
巳
（
や
）
む
な

く
共
岡
宣
言
を
受
諾
す
る
と
の
畏

　
（
か
し
こ
）
き
大
御
心
で
あ
る
。

　
ど
こ
か
ら
か
、
か
す
か
に
す
す

η
泣
き
の
声
が
も
れ
で
き
た
。
至

尊
御
躬
（
お
ん
み
ず
か
）
ら
国
民
に

呼
び
か
け
給
う
異
例
の
御
事
と
、

さ
ら
に
ま
た
、
幾
多
の
難
苦
霧

ん
く
）
を
し
の
び
、
戦
ひ
に
戦
ひ

続
け
て
き
た
わ
紅
く
臼
身
の
．

ま
ず
食
糧
を
増
産

　
新
潟
県
知
事
畠
田
昌
福
は
、
さ
っ

そ
く
、
県
内
の
地
方
事
務
所
長
と
市

町
村
長
に
あ
て
て
、
　
「
大
詔
を
拝
し

て
の
県
民
の
覚
悟
に
関
す
る
件
」
と

題
し
て
、
大
要
次
の
訓
令
を
示
達
し

て
い
る
（
新
潟
県
史
資
料
集
）
。

。
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職
を
公
に
奉
ず
る
者
は
、
日
夜
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

聖
旨
を
奉
体
し
、
戒
慎
自
励
、
県
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
民
と
し
て
克
く
大
局
を
明
察
せ
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
め
、
軽
挙
妄
動
し
て
信
義
を
世
界
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
に
失
う
が
如
き
こ
と
な
く
、
神
州
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
不
滅
の
信
念
を
輩
固
（
き
ょ
う
こ
と

　
に
し
て
国
家
将
来
の
建
設
に
挺
身
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
（
て
い
し
ん
）
せ
よ
。
　
　
　
　
　
…

”
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知
事
は
、
こ
の
訓
令
に
先
だ
ち
、

人
員
疎
開
の
今
後
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

　
一
、
老
幼
、
学
童
、
妊
産
婦
、
病

人
、
こ
れ
に
伴
う
附
添
者
等
は
、
当

分
の
間
、
転
出
先
に
落
着
い
て
食
糧

増
産
に
従
事
す
る
こ
と
。

　
二
、
要
残
留
者
以
外
の
女
子
そ
の

他
の
者
も
、
当
分
の
間
、
転
出
先
で

食
糧
増
産
に
励
む
こ
と
。

　
三
、
要
残
留
者
で
、
職
域
を
放
棄

し
て
転
出
し
た
者
は
速
か
に
職
域
に

，雍

太平洋戦争当時のアメリカの

　　　　　　戦闘爆撃機B29

復
帰
す
る
こ
と
。
な
お
、
浴
場
、
理

髪
店
、
外
食
券
食
堂
な
ど
で
休
業
中

の
と
こ
ろ
は
、
速
か
に
開
店
す
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

千
手
へ
飛
来
し
た
B
2
9

終
戦
の
翌
日
、
八
月
十
六
日
も
朝

か
ら
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
暑

い
日
に
な
っ
た
。

　
午
前
八
時
三
十
分
を
過
ぎ
た
こ
ろ

は
ら
わ
た
に
し
み
る
重
い
爆
音
を
ひ

び
か
せ
て
、
大
き
な
四
発
の
飛
行
機

が
一
機
飛
来
し
た
。
長
野
方
面
か
ら

信
濃
川
沿
い
に
来
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
中
条
村
の
上
空
に
ひ
と
つ
だ
け

浮
か
ん
で
い
た
積
雲
の
間
か
ら
鉛
色

の
巨
体
を
見
せ
た
。
高
度
を
下
げ
る

と
見
る
う
ち
に
、
上
野
村
小
根
岸
の

弁
天
橋
あ
た
り
か
ら
急
に
、
千
手
発

電
所
の
上
空
で
左
ま
わ
り
に
旋
回
を

は
じ
め
た
。

　
だ
れ
か
が
「
B
2
9
だ
」
と
叫
ん
だ
。

こ
の
大
型
機
こ
そ
、
本
土
空
襲
で
ニ

ュ
ー
ス
映
画
に
た
び
た
び
登
場
し
、

つ
い
こ
の
間
は
長
岡
を
焼
き
、
そ
の

に
ぶ
い
爆
音
が
ラ
ジ
オ
を
と
お
し
て

耳
に
焼
き
つ
い
て
い
る
恨
み
の
爆
撃

機
で
あ
っ
た
。
大
戦
中
で
も
、
千
手

町
に
は
一
度
も
飛
来
し
た
こ
と
の
な

か
っ
た
B
2
9
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、

戦
い
の
終
わ
っ
た
翌
日
に
や
っ
て
来

た
の
で
あ
る
。

　
発
電
所
の
上
空
を
六
回
ほ
ど
旋
回

し
、
友
重
放
水
路
脇
の
韓
国
、
北
朝

鮮
人
民
の
住
居
五
棟
を
発
見
し
た
よ

う
で
あ
っ
た
。
戸
外
で
小
旗
を
振
る

八
○
人
ほ
ど
の
集
ま
り
を
確
認
す
る

と
、
食
糧
の
入
っ
た
ド
ラ
ム
缶
二
個

を
付
近
の
水
田
（
高
橋
源
重
郎
氏
所

有
地
）
に
投
下
し
、
新
潟
方
面
へ
飛

び
去
っ
た
。

　
歓
喜
、
絶
叫
す
る
韓
国
や
北
朝
鮮

の
人
た
ち
を
目
撃
し
た
高
橋
友
義
氏

（
故
人
、
当
時
の
千
手
町
役
場
兵
事

係
）
は
、
　
「
勝
者
と
敗
者
の
き
び
し

い
現
実
を
思
い
、
町
の
将
来
に
絶
望

的
な
不
安
を
隠
せ
な
か
っ
た
」
と
語

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内終戦まで朝鮮の人たちが住んでいた友重地
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第1回
スポー

き

げ
じ

婁
◇
’1〉

　　　　　　　　　　　　一モトクロスー

8／15㊤PM2：00　ラジコンオフロード大会
　　　　　5：00　芸能大会
　　　　　7：00　ロックコンサート
　　　　　8：00　キャプファイヤー
　　　　　8：30　ハードロックコンサート
8／16⑭AM9：00　モトクロス・トライアル
　　　　　　　　　ミニバイク大会

　主催　角万寺スキー場管理組合
　　　　　連絡先智68－3202小林電機商会

会場　モトクロス場

婁
さ
ノ
ん

写
真
に
浮
か
ぶ

懐
し
い
思
い
出

小
田
原
市
茂
野
フ

聯

　
懐
し
い
古
里
の
便
り
を
楽
し
み
に

読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

載
っ
て
い
る
写
真
を
見
て
「
あ
っ

こ
の
人
は
、
あ
の
人
は
」
と
思
い
当

た
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
ず
い
ぶ
ん

昔
と
変
わ
り
、
町
が
発
展
し
た
様
子

ミ
子
さ
ん

（
上
町
出
身
）

を
喜
ぶ
と
同
時
に
、
自
分
の
齢
も
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
帰
郷
す
る
の
は
四
年
に
一
度
く
ら

い
で
す
が
、
田
舎
の
香
り
を
満
喫
し

て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
食
事
に
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

も
ち
米
の
よ
う
だ
と
い
い
な
が
ら
味

わ
っ
て
い
ま
す
。
秋
に
な
る
と
野
沢

菜
の
者
業
も
作
り
ま
す
。
そ
し
て
た

ま
に
は
サ
サ
だ
ん
ご
も
作
り
ま
す
。

得
意
料
理
は
山
菜
お
こ
わ
、
近
所
の

方
が
た
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
庭
に
は
、
梅
を
は
じ
め
と
し
て
、

ク
ロ
ッ
カ
ス
、
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
、
ス
イ

セ
ン
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。
雪
消
え
に

咲
く
か
ん
ご
花
（
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ

カ
マ
）
、
地
桜
（
シ
バ
ザ
ク
ラ
）
も
、

今
年
は
咲
き
ま
し
た
。
今
（
五
月
中

旬
）
は
、
た
っ
た
一
本
で
す
が
、
山

に
咲
く
く
い
花
（
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
）
が

満
開
で
す
。

山
野
田
の
杉
林
や
大
谷
の
堤
附
近

で
、
ウ
グ
イ
ス
の
声
を
聞
き
な
が
ら

田
植
え
や
苗
取
り
を
手
伝
わ
さ
れ
た

こ
ろ
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
今
は
、
高
校
生
、
小
学
生
と
三
人

の
子
供
の
中
で
、
忙
し
い
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
古
里
は

陵
し
く
忘
れ
が
た
い
も
の
で
す
。

　
川
西
町
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
七
月
九
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
成
田

空
港
に
つ
い
た
金
子
政
博
君
（
1
5
）
、

竜
次
君
（
1
1
）
の
お
二
人
は
、
伯
父

に
あ
た
る
金
子
幸
作
さ
ん
（
岩
瀬
）

の
家
で
冬
休
み
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

（
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
気
候
が
日
本
と
反

対
）　
来
日
二
回
目
の
お
二
人
は
、
八
月

十
七
日
ま
で
親
戚
の
案
内
で
、
山

形
・
東
京
・
横
浜
な
ど
を
は
じ
め
、

町
内
の
小
学
校
を
訪
問
し
た
り
、
日

本
一
の
富
士
山
に
も
登
る
予
定
だ
そ

う
で
す
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

英
語
、
日
本
語
の
四
力
国
語
が
わ
か

る
お
二
人
は
、
日
本
語
で
取
材
に
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
飛
行
機
で
二
十
四
時
間
か
か
る
ブ

ラ
ジ
ル
に
は
、
町
出
身
者
の
方
が
た

も
い
ま
す
。
少
年
た
ち
は
、
日
本
の

貴
重
な
体
験
を
日
記
に
つ
け
て
い
ま

し
た
。
た
ぶ
ん
ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
の
一
番

の
お
み
や
げ
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
、

ラ
ジ
コ
ン
と
い
っ
た
物
で
は
な
く
、

あ
の
「
日
記
帳
」
で
は
、
と
感
じ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と政博君（左）竜次君

ベソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐

川西瀦一ネス㈱
　　操業開殆．

組
立
部
門
（
工
場
二
階
）

　今年3月、町と協定が成立した、協立
ハイパーツ株式会社（本社大宮市）の直
営会社’川西ハーネス株式会社（取締役
社長岩崎直之、従業員30人）が、7月25
日から総合体育館前の、町有建物で操業
しました。

　この工場では、日産自動車rサニー」
のワイヤーハーネス（自動車用組電線）
を製造します。近く人員を増やし、増産

体制の予定です。
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⑳⑦㊦、

イ争電のあ喫oらせ

奪　8月21日（金）午後2時～4時　　中屋敷、学校町の一部

℃綴，勲耀，、．一

心配ごと相談
8月19日（水）……克雪センター

　26日（水）……総合センター

9月2日（水）……上野コミセンター

　　9日（水）……仁田公民館

時間は、午後1時～3時です。

　移動交通事故相談

9月7日（月）

十日町市役所

受付は、午前10時～2時です。

毎月第一月曜日が相談日です。

1芸術祭文芸部門イ

募　集　要　領
締切り10月9日（金）

＊川柳　河口　弘（新潟川柳

　　　　　　文芸社客員）

　　　諸橋易（新潟日報
　　　　　　　川柳選者）

4　応募上の注意

ア　400字詰原稿用紙に黒イ
　　ンク、黒ボールペン書き。

イ　応募原稿1枚目に次のこ
　とを記入する。
　　・応募種目明記
　　・郵便番号、住所、氏名（ペ

　　ンネームの場合は本名を
　　（）書き）、性別、年齢、職業、

　　電話番号を記入

　・2枚目から本文を書く。
ウ　1種目1編、1人2種目

募
4
0
ク
応
を
応
郵
ン
）
電
2
1
臨
応
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以

1　種　目

＊小説　400字詰原稿用紙50

　　　枚以内
＊詩　400字詰原稿用紙4
　　　枚以内、現代詩
＊短歌　1人5首
＊俳句　1人5句

2　県内在住者はどなたでも可
（小・中・高の児童、生徒は除く）

工　応募の際、あて先明記の

　返信用葉書を同封すること。

5　〒950新潟市新光町4－1
新潟県教育庁文化行政課あて

　封筒表面にr県民芸術祭文
芸作品原稿」と朱書する。

3　審査員
＊小説　田中栄一（新大教授）

　　　　清田文武（同　　　）

＊詩　長崎浩（詩人）
　　　　戸田正敏（日本現代

　　　　　　　　　詩人会員）

＊短歌　中山礼治（現代歌人

　　　　　　　　　協会会員）
　　　　押見虎三二　（新大名誉

　　　　　　　　　教授）
＊俳句　佐藤野火男　（県俳旬作

　　　　　　　　　家協会長）

　　　　村山定男（日本俳文
　　　　　学会、俳人協会会員）

あッψ

鵡鞠

－
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
－
⑮

上
野ワ
清
水
　
明
　
さ
ん

り
　
　
　
智
子
さ
ん

　
　
　
　
（
中
里
村
か
ら
）

ひ
ま
わ
り
の
花
を
迎
え
た

ス
イ
ー
ト
ホ
ー
ム

お
互
い
に
一
目
ぼ
れ

ワ
器
量
も
何
も
言
わ
な
け
れ
ば
世

話
を
す
る
が
…
と
言
わ
れ
、
誰
で

も
来
て
く
れ
る
人
が
あ
れ
ば
…
と

見
合
い
を
し
ま
し
た
。
彼
女
の
横

顔
が
気
に
入
り
ま
し
た
。
見
合
い

の
時
す
ぐ
に
、
初
デ
ー
ト
の
約
束

を
交
わ
し
ま
し
た
。

リ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
さ
ん
に
し

て
は
き
ち
っ
と
正
装
し
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
デ
ー
ト
の
度
に
彼

か
ら
生
き
方
に
つ
い
て
学
び
、
自

分
が
成
長
し
て
い
く
よ
う
で
し
た
。

待
つ
こ
と
も
大
切

ワ
三
十
代
も
半
ば
過
ぎ
れ
ば
九
九

％
結
婚
は
不
可
能
だ
ー
と
兄
貴
に

言
わ
れ
、
よ
し
！
と
残
り
の
一
％

に
挑
み
ま
し
た
。
自
分
が
見
え
て

く
る
と
、
相
手
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。

り
人
間
的
に
深
み
の
あ
る
人
で
す
。

リ
ー
ド
さ
れ
る
が
ま
ま
ゴ
ー
ル
イ

ン
っ
て
感
じ
か
し
ら
。

ワ
三
年
間
新
居
で
独
り
暮
ら
し
を

し
、
苦
汁
を
な
め
た
か
い
が
あ
り

ま
し
た
。
や
っ
と
新
居
が
生
き
て

き
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

り
私
も
待
っ
た
か
い
が
あ
り
ま
し

た
。
今
は
も
う
幸
せ
で
す
。
　
「
明

る
く
お
お
ら
か
に
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
ね
。
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出思
善

　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
敬
称
略
）

　
一
般
寄
付

富
井
敏
（
上
野
）
　
　
　
　
二
万
円

　
広
報
発
行
に

戸
村
文
子
（
調
布
市
）
　
　
五
千
円

高
橋
二
二
男
（
江
戸
川
区
）
一
万
円

新
町
新
田
出
身
（
匿
名
希
望
・
越
谷

　
　
　
　
　
　
市
）
　
　
五
千
円

田
村
健
治
（
船
橋
市
）
　
　
一
万
円

仁
田
出
身
（
匿
名
希
望
・
杉
並
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
円

五
十
川
辰
雄
（
江
戸
川
区
）
一
万
円

上
村
敏
（
伊
勢
崎
市
）

登
坂
藤
平
（
越
谷
市
）

長
谷
川
セ
イ
ヘ
横
浜
市
）

高
橋
勝
家
（
足
立
区
）

赤
谷
出
身

青
木
ミ
ヨ

川
西
澄
子

霜
中
ミ
ョ

佐
藤
キ
ミ

一
万
円

五
千
円

一
万
円

五
千
円

へ
匿
名
希
望
・
川
崎
市
）

　
　
　
　
　
　
一
万
円

へ
川
崎
市
）
　
　
一
万
円

（
川
崎
市
）
　
　
一
万
円

（
神
奈
川
．
湯
河
原
町
）

　
　
　
　
　
　
五
千
円

（
新
宿
区
）
　
　
五
千
円

福
祉
事
業
に

電
気
友
の
会
（
東
北
電
力
）

社
会
福
祉
協
議
会
に

小
海
繁
（
小
根
岸
）

丸
山
由
加
里
（
学
校
町
）

丸
山
幸
吉
（
木
島
町
）

一
万
円

三
万
円

五
千
円

三
万
円

～
雷
～
～
盟
雪
望
饗
雲
霊
雷
雷
響
蜜
霊
雷
～
饗
・
霊
雷
峯
5
5
5
響

．
薩懸

清
掃
奉
仕
に
参
加
の
皆
さ
ん

皇
居
の
清
掃
奉
仕
に
参
加

　
今
年
も
六
月
二
十
四
日
か
ら
四
日

間
皇
居
の
清
掃
奉
仕
に
、
川
西
か
ら

七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
引
き
続
き
奉
仕
団
を
送
る

予
定
で
す
。

　
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先

山
野
田
　
田
村
才
一
郎

智
6
8
1
2
3
9
5

有
線
2
3
1
8

わんきん

シ
く
し

　
ノ

こ
ん
な
と
き

こ
ん
な
繕
盆
が

彊
け
ら
れ
・
ま
す

遺族基礎年金

料
済
間

険
付
保
納
期

　
去
年
四
月
か
ら
新
し
い
年
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
全
国
民
に

共
通
の
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
だ
れ

も
が
六
十
五
歳
に
な
れ
ば
、
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
国
民
年
金
制
度
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
若
く
し
て
障
害

者
に
な
っ
た
と
か
、
不
幸
に
し
て
一
家
の
大
黒
柱
を
な
く
し
た
な
ど
の
場

合
次
の
よ
う
な
給
付
も
あ
り
ま
す
。

①
障
害
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に

病
気
や
け
が
を
し
て
障
害
者
と
な
っ

た
人
が
、
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た

し
て
い
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
国
民
年
金
加
入
者

が
、
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
に
支
給

す
る
も
の
で
す
。
六
十
歳
以
上
で
加

入
を
や
め
た
あ
と
で
も
、
六
十
五
歳

前
な
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
二
十
歳
前
に
障
害
者
に
な

っ
て
も
、
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、
年
金
を

受
け
る
本
人
に
一
定
の
所
得
が
あ
る

と
き
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
一
級
障
害
“
七
八
三
、
一
〇
〇
円

　
二
級
障
害
“
六
二
六
、
五
〇
〇
円

　
　
障
害
者
基
礎
年
金
を
受
け
る
人

　
に
、
十
八
歳
未
満
の
子
が
い
る
場

　
合
は
、
子
の
加
算
が
あ
り
ま
す
。

②
遺
族
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
が

亡
く
な
り
、
そ
の
人
に
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る
妻
か
、
子
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
定
額
”
六
二
六
、
五
〇
〇
円

　
　
十
八
歳
未
満
の
子
が
い
る
場
合

　
は
、
加
算
が
あ
り
ま
す
。

③
寡
婦
年
金

第
一
号
被
保
険
者
百
営
業
者
な

ど
）
と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間

が
二
十
五
年
以
上
（
昭
和
五
年
四
月

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
生
年

月
日
に
応
じ
て
二
十
一
年
か
ら
二
十

四
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
）
あ
る
夫
が

亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
夫
と
十
年

以
上
つ
れ
そ
っ
た
妻
に
、
六
十
歳
か

ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
支
給
さ
れ
ま

す
。
　
た
だ
、
亡
く
な
っ
た
夫
が
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
っ
た

り
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
た

場合は、

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
年
金
額
に
夫
が
受
け
る
こ
と
が
で

　
　
き
た
額
の
四
分
の
三
で
す
。

④
死
亡
一
時
金

　
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料

を
三
年
以
上
納
め
た
人
が
、
老
齢
基

礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
の
ど
ち
ら

も
受
け
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
故
人
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
た

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
、
そ
の
人
の
死
亡
で
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
が
い
る
場

合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

額
　
　
　
　
　
講

の
　
　
　
　
　
　
　
以
5
0

金
　
　
　
　
　
　
　
　
年
a

時
　
　
　
　
　
齢
は
。

一
　
　
　
　
　
　
　
料
に
す

亡
　
　
　
　
　
徽
鶯

死
　
　
　
　
　
　
　
加
る
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
い
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　
　
　
　
1

保険料納付済期間 金　　額

3年以上25年未満 　　　円
100000

25　〃　30　〃 126，500

30　〃　35　〃 160，000

35　〃　40　〃 200，000
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斗貌斗覗斗斗覆斗

葛＿骸
う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

松
崎
さ
お
り

　
　
き
ょ
う
へ
い

金
子
恭
平

増
田

紗さ

千ち

　
　
　
や
す
こ

登
坂
泰
子

1
認

｝
じ
3

γ

慎
　
一

芳
　
子

　
　
発
電
所

二
女
　
　
　
通
西

　
孝
　
　
　
長
男
上
　
野

佳
　
子

裕
　
一

　
　
　
長
女
室
島

雪
　
子

光
　
國

　
　
　
二
女
岩
瀬

良
　
子

小
わ
琶
畔
厘

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
中
島
町
相
沢
鈴
江

虹
立
ち
て
ロ
マ
ン
に
仔
ち
し
乙
女
か
な

虹
消
え
て
ロ
マ
ン
も
消
え
て
黄
昏
る
・

梅
漬
け
の
紫
蘇
も
む
指
の
紅
く
染
め

名
を
つ
け
て
は
し
ゃ
ぐ
園
児
や
蝸
牛

螢
火
を
追
う
声
遠
く
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
正
夫

戸
を
開
け
て
青
田
の
風
を
ほ
し
い
ま
・

父
母
の
脊
な
流
す
如
く
に
墓
洗
う

ぶ
ち
撒
け
る
如
く
夕
立
来
り
け
り

灰
か
な
る
月
の
上
れ
る
夕
端
居

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

鉄
棒
の
子
の
逆
上
り
雲
の
峰

緑
蔭
の
二
基
の
梵
字
碑
ひ
そ
と
あ
り

ほ
と
と
ぎ
す
こ
の
城
山
を
ほ
し
い
ま
・

星
名

薫
弘
行
長
男
新
町

　
　
　
真
紀
子
　
　
　
新
田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

一　　　（　　　（　　　（
菅中近相樋清鈴高

井村藤崎口水木橋

た道き利智　敬郁
づ　み　　 明
子宏枝行子　子夫

四
郎
兼

静
岡
県
か
ら

上
野

中
里
村
か
ら

沖
立

愛
知
県
か
ら

大
白
倉

見
附
市
か
ら

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

母
の
村
見
ゆ
る
峠
の
合
歓
の
花

走
り
穂
の
ほ
つ
ほ
つ
見
え
て
土
用
入
り

蓮
の
葉
の
大
き
な
朝
の
露
の
玉

離
村
し
た
人
も
踊
り
の
輪
の
中
に

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

虹
の
輪
の
二
重
に
立
ち
て
信
濃
川

博
多
織
涼
し
そ
う
な
る
帯
と
こ
そ

紫
陽
花
の
高
さ
に
並
び
百
合
咲
け
る

さ
わ
さ
わ
と
蕗
の
広
葉
の
音
を
吹
く

　
　
　
　
　
　
所
沢
市
池
上
マ
サ
子

墓
地
裏
や
供
華
の
如
く
に
合
歓
咲
き
て

延
命
地
蔵
か
ぶ
り
給
え
る
夏
帽
子

凌
霧
花
会
釈
の
僧
と
言
か
わ
す

帰
省
子
や
ギ
タ
ー
の
調
べ
ゆ
る
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

空
梅
雨
や
朝
顔
の
蔓
左
巻
き

空
梅
雨
の
芋
の
葉
の
ま
だ
幼
く
て

早
咲
き
の
コ
ス
モ
ス
一
花
今
日
開
く

蟻
の
道
越
え
て
行
く
な
る
車
椅
子

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

野
上
　
時
雄
4
8
（
本
　
人
）
中
島
町

上
村
　
　
勇
5
5
（
本
人
）
下
平
新
田

小
海
梅
太
郎
62
（
本
　
人
）
小
根
岸

渡
辺
喜
久
男
6
5
（
本
　
人
）
仁
　
田

保
坂
　
ア
サ
7
4
（
政
太
郎
）
大
白
倉

富
井
　
貞
雄
7
8
（
敏
　
）
上
　
野

丸
山
政
太
郎
7
9
（
幸
吉
）
木
島

押
木
政
太
郎
8
6
（
保
　
）
元
　
町

羽
鳥
富
太
郎
8
8
（
幸
蔵
）
伊
友

上
村
　
キ
ヨ
91
（
豊
治
）
上
　
野

市
川
　
イ
ト
91
（
幸
治
）
中
島
町

　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

山
百
合
や
野
仏
な
ら
び
峠
道

岩
に
湧
く
泉
に
瓜
の
冷
し
あ
り

月
見
草
し
づ
か
な
音
を
立
て
・
咲
く

脊
戸
の
灯
を
消
せ
ば
螢
の
光
る
闇

　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
　
京
子

奥
入
瀬
や
流
れ
の
音
と
滝
の
音

根
こ
ぎ
し
て
蟻
一
族
の
大
移
動

昼
寝
す
る
尾
に
ま
つ
わ
り
て
子
猫
か
な

帰
省
の
娘
越
後
な
ま
り
も
使
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
し
ん
女

笹
舟
の
流
れ
し
ま
・
に
児
ら
去
り
ぬ

螢
と
ぶ
木
の
葉
が
く
れ
の
闇
の
中

ひ
ぐ
ら
し
や
胸
に
し
み
入
る
如
く
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

こ
こ
ま
で
は
道
ま
だ
あ
り
し
岩
清
水

単
線
の
客
な
き
駅
の
水
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

大
け
や
き
枝
ゆ
っ
た
り
と
蝉
の
声

年
毎
の
ひ
ぐ
ら
し
の
数
ま
ば
ら
な
る

　
日
頃
忙
し
く
て
な
か
な
か
レ
ジ
ャ

ー
に
出
掛
け
ら
れ
な
い
方
が
た
も
、

夏
本
番
と
な
る
と
、
海
水
浴
、
テ
ニ
ス

ゴ
ル
フ
、
登
山
な
ど
屋
外
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
ひ
ど
い
日

焼
け
を
お
こ
す
人
が
い
ま
す
。

　
普
段
、
あ
ま
り
太
陽
に
あ
た
ら
な

い
人
が
急
に
長
い
時
間
、
強
い
日
光

に
あ
た
る
た
め
で
す
。
人
間
や
動
植

用
矯
む
綜
一

物
は
太
陽
の
光
と
熱
の
恩
恵
を
受
け

て
生
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
光

に
沢
山
あ
た
れ
ば
、
そ
れ
が
健
康
的

と
い
え
る
か
と
い
う
と
、
問
題
が
あ

り
ま
す
。

　
太
陽
光
線
の
中
で
一
番
作
用
の
強

い
も
の
は
紫
外
線
で
す
。
日
焼
け
に

よ
る
や
け
ど
は
、
熱
湯
な
ど
の
や
け

ど
と
違
っ
て
、
時
間
を
か
け
て
じ
わ

じ
わ
と
焼
け
て
き
ま
す
。
寸
暇
を
惜

し
ん
で
急
に
日
光
に
あ
た
る
の
は
危

険
で
す
。
少
し
ず
つ
日
光
浴
を
し
て

抵
抗
を
つ
け
て
お
く
こ
と
が
健
康
的

な
日
焼
け
で
す
．
長
時
間
太
陽
に
あ
翻

た
塗
い
る
と
、
皮
膚
は
藻
し
、
弾
麗

勒
該
離
斜
鐸
累
賠
梓
幽

　
太
陽
光
線
は
殺
菌
作
用
が
あ
り
、

ビ
タ
ミ
ン
D
を
作
り
、
健
康
増
進
作
認

用
が
あ
り
ま
す
．
し
か
し
、
芳
で
臨

臆
諮
幹
静
魅
纈
鰐
雛
騒

夏
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
｛
鑑
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